






（３）２．設計業務「詳細設計」業務名： （主任調査員 ４／８）

ａ ｂ ｃ

10 7.5 5 2.5 0

ａ ｂ ｃ

28 21 14 7 0

●評価対象項目

（選択） （評定）

１．照査計画において、発注者から指摘がなかった。

２．照査技術者は、業務の各照査段階において自身での照査を行い、照査後に発注者からの指摘がなかった。

４．埋設物、支障物件、周辺施設との近接等、施工条件が反映されているかの照査が適正に行われている。

５．設計方針及び設計手法が適切であるかの照査が適正に行われている。

８．現場条件に対応した施工方法を複数提案し、総合的な判断に基づき決定されている。

９．資料の提出時に、転記・計算ミスが無く内容のチェックを行っている。

１１．業務の実施に当たり、設計図書に定める技術基準等について、十分理解した上で適用している。

１２．設計業務等の実施に当たり、現地踏査を行い設計等に必要な現地の状況を把握している。

品質管理実施状況
の評価

品質管理につい
て、調査職員が
文書で改善指示
を行った。

品質管理につい
て、調査職員の
文書による改善
指示に従わな
かった。

３．基本条件の設定に対し、管理技術者が現地状況等の基本情報を収集して把握しているかの確認を行い、その内容が適切であるか
について照査が行われている。

６．設計計算書、設計図、数量の正確性、適切性及び整合性に着目し照査が適正に行われている。

７．受取対象物の照査のみならず、仮設工及びコスト縮減、建設副産物対策の妥当性についても十分な照査が適正に行われている。

１０．業務の実施に当たり、最新の技術基準及び参考図書並びに特記仕様書に基づき実施している。使用にあたって、事前に調査職
員の承諾を得ている。

１３．現地踏査の実施に際し、貸与資料や設計図書に示す設計事項を照合して、調査対象項目を整理し、調査職員の承諾を得て実施
している。
１４．資料収集の実施に際し、貸与資料や設計図書に示す設計事項と照合して、資料収集対象項目を整理し、調査職員の承諾を得て
実施している。

ｄ ｅ

-5 -10

照査技術者
ｄ ｅ

-14 -28

考査項目 細別
選択
区分

評価
区分

業務、管理、
担当技術者



（３）２．設計業務「詳細設計」業務名： （主任調査員 ５／８）

ａ ｂ ｃ

10 7.5 5 2.5 0

ａ ｂ ｃ

28 21 14 7 0

１５．技術基準等が無い項目の取扱いが具体的に記述されている。

１６．履行段階において、状況に応じた適切な対応を行い、もしくは提案がされている。

１７．構造等について、維持管理が容易となるよう詳細な検討がされている。

１９．過年度からの打合せ経緯や成果を踏まえた成果となっている。

２０．当該現場の施工条件や環境特性などを的確に把握している。

２１．当該現場における施工上の留意点が、重要度や施工段階を考慮し的確に提案されている。

２２．仮設計画が施工条件を的確に踏まえて提案されている。

２３．その他〔  〕

評価値が90％以上 ・・・・・・・・ａ ①「評価対象項目」のうち、（選択）のチェック欄のあるものは、選択項目として該当する

評価値が80％以上90％未満 ・・・・ａ´  場合にチェックし、評価対象の項目とする。その他は必須項目とする。

評価値が70％以上80％未満 ・・・・ｂ

評価値が60％以上70％未満 ・・・・ｂ´ ③評価値（     ％）＝該当項目数（       ）／評価対象項目数（       ）

評価値が60％未満 ・・・・・・・・ｃ

考査項目 細別
選択
区分

評価
区分

業務、管理、
担当技術者

ｄ ｅ

-5 -10

照査技術者
ｄ ｅ

-14 -28

実施状況
の評価

品質管理



（３）２．設計業務「詳細設計」業務名： （主任調査員 ６／８）

ａ ｂ ｃ

4 3 2 1 0

●評価対象項目

（選択） （評定）

２．検討課題と共に今後実施すべき検討事項・方針等が提案されている。

３．品質管理のための照査体制を構築させ、有効的に機能している。

４．ライフサイクルコストや新技術の活用など総合的かつ有効的なコスト縮減の提案がなされている。

５．創意工夫、提案力等にかかる特筆すべき事項がある。

 具体記述（  ）

●判断基準

上記の項目のレ点の数により、１点から４点の加算評価とする。

※ただし、特段の評価ができる場合は、レ点の数にとらわれず、評価する内容を総合的に判断して評価する。

 （例えば、レ点が１つであっても、その内容が特に評価に値する場合は４点の加算評価も可）

●評価点

＊業務評定、管理技術者、担当技術者の評価に反映。

業務、管理、
担当技術者

ｄ ｅ

- -

実施状況
の評価

創意工夫

１．当該業務の特性を考慮しつつ、新たな、あるいは高度な調査・解析・設計等の手法・技術に関する提案がなされている。

評価
区分

選択
区分

細別考査項目





（３）２．設計業務「詳細設計」業務名： （主任調査員 ８／８）

ａ ｂ ｃ

10 7.5 5 2.5 0

ａ ｂ ｃ

12 9 6 3 0

●評価対象項目

（選択） （評定）

１．設計業務成果概要書は、業務全般の内容とそのポイントが的確に解説し取りまとめられている。

３．設計図面は、特記仕様書に基づき、適切な縮尺、配置により必要事項がもれなく記載されている。

４．数量計算書は、計算方法や計算手順が明確である。

５．概算工事費は、適用する積算基準書に基づき構成され、採用する単価が妥当である。

７．現地踏査の結果が、写真や図面により的確に整理されている。

８．数量計算書は、「土木工事数量算出要領集計表（案）」に基づき、工種別、区間別に取りまとめられている。

９．設計図書にある検討項目、業務遂行段階での指示事項を漏れなくとりまとめられている。

１０．その他〔  〕

評価値が90％以上 ・・・・・・・・ａ

評価値が80％以上90％未満 ・・・・ａ´ ①「評価対象項目」のうち、（選択）のチェック欄のあるものは、選択項目として該当する

評価値が70％以上80％未満 ・・・・ｂ  場合にチェックし、評価対象の項目とする。その他は必須項目とする。

評価値が60％以上70％未満 ・・・・ｂ´

評価値が60％未満 ・・・・・・・・ｃ ③評価値（      ％）＝該当項目数（        ）／評価対象項目数（         ）

成果物につい
て、調査職員が
文書で改善指示
を行った。

成果物につい
て、調査職員の
文書による改善
指示に従わな
かった。

２．設計計算書は、設計条件、出典根拠、計算プログラム、モデル図、アウトプットデータがわかりやすく整理されている。

６．施工計画書は、工事実施に当たって必要な事項の基本的内容が記載されている。

考査項目 細別
選択
区分

評価
区分

業務、管理、担
当技術者

ｄ ｅ

-5 -10

照査技術者
ｄ ｅ

-6 -12

結果の評
価

成果物の品
質















（３）２．設計業務「詳細設計」業務名： （完了検査員 ４／４）

ａ ｂ ｃ

20 15 10 5 0

ａ ｂ ｃ

28 21 14 7 0

●評価対象項目

（選択） （評定）

１．現地条件・特性を踏まえた適切な仮設計画、施工方法等が施工計画書に的確に記載されている。

２．現地踏査の結果より判明した設計上対応が必要な事項についての対策が記載されている。

３．現場での施工における技術的ポイントが別途、引き継ぎ事項として整理されている。

４．設計図書に定められた項目及び指示事項がもれなく整理されている。

５．業務遂行段階での指示事項が漏れなく整理されている。

７．グリーン購入法に基づき、物品使用の検討にあたって環境への負荷が少ない環境物品の採用をしている。

８．全体的な構成や説明の流れが業務の目的と成果への導きとして適切にとりまとめられている。

９．個々の説明において、図や表を活用するなどわかりやすい説明となっている。

１０．活用した技術基準や文献等の出典先が、それぞれの成果に記載され、わかりやすい説明となっている。

１１．生産性向上（コスト縮減）留意書において有益な提案がされている。

１２．有用な新技術・新工法の検討がされ、施工品質向上を図る提案がされている。

１３.その他〔  〕

評価値が90％以上 ・・・・・・・・ａ

評価値が80％以上90％未満 ・・・・ａ´ ①「評価対象項目」のうち、（選択）のチェック欄のあるものは、選択項目として該当する

評価値が70％以上80％未満 ・・・・ｂ  場合にチェックし、評価対象の項目とする。その他は必須項目とする。

評価値が60％以上70％未満 ・・・・ｂ´

評価値が60％未満 ・・・・・・・・ｃ ③評価値（      ％）＝該当項目数（        ）／評価対象項目数（         ）

成果物につい
て、調査職員が
文書で改善指示
を行った。

成果物につい
て、調査職員の
文書による改善
指示に従わな
かった。

６．エコマテリアルの使用をはじめ、現場発生材の積極的な利活用を検討し、調査職員と協議のうえ設計に反映させている。

考査項目 細別
選択
区分

評価
区分

業務、管理、
担当技術者

ｄ ｅ

-10 -20

照査技術者
ｄ ｅ

-14 -28

結果の評
価

成果物の品
質


